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料
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片
倉
家
伝
来
小
紋
胴
服
の
修
理
及
び
復
元
模
造
に
つ
い
て

'同

T
-
布
川
叩

谷

子

楽

は
じ
め
に

片
倉
家
伝
来
の
小
紋
胴
服
に
つ
い
て
は
、
美
術
研
究
三

O
三
号
所
載
の
拙
稿
「
片
倉
家
並
び
に

日
光
・
東
照
宮
伝
来
の
小
紋
胴
服
二
領
に
つ
い
て
」
に
お
い
て
考
察
し
た
よ
う
に
、
桃
山
期
に
お

け
る
当
時
の
文
化
や
歴
史
を
反
映
し
た
、
由
緒
あ
る
優
品
で
あ
る
。
小
紋
の
遺
品
資
料
と
し
て

は
、
現
存
最
古
の
上
杉
家
伝
来
常
信
所
用
小
紋
惟
子
(
昭
和
五
六
年
二
月
七
日
重
文
指
定
)
に
次
ぐ
古

い
遺
品
で
あ
る
こ
と
も
そ
の
稿
に
お
い
て
述
べ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
ま
た
、
片
倉
家
の
こ
の
小
紋

胴
服
と
、
多
少
年
代
が
下
る
日
光
東
照
宮
の
小
紋
胴
服
と
は
、
こ
の
二
領
に
共
通
し
て
、
外
来
裂

a 

の
大
幅
平
絹
に
小
紋
染
を
施
し
て
あ
る
点
が
注
目
さ
れ
、

且
つ
大
幅
の
裂
地
を
使
用
す
る
場
合
に
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は
合
理
的
な
裁
断
法
や
縫
製
上
で
の
い
わ
ゆ
る
南
蛮
風
が
処
々
に
認
め
ら
れ
る
な
ど
時
代
の
反

映
・
摂
取
が
見
事
で
あ
る
。

そ
れ
ら
へ
の
関
心
が
美
術
研
究
誌
上
に
発
表
(
一
九
七
五
年
八
月
脱
稿
)

か
ら
離
れ
ず
、
技
法
上
の
疑
問
点
を
も
含
め
て
、
思
考
と
調
査
を
重
ね
て
今
日
に
至
っ
た
。
こ
の

間
十
年
の
経
過
を
今
回
の
研
究
資
料
発
表
と
す
る
。

後
も
わ
れ
わ
れ
の
念
頭

こ
れ
ら
二
領
の
小
紋
胴
服
は
、
そ
の
後
、
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
(
片
倉
家
伝
来
の
小
紋
胴
服

は
昭
和
五
三
年
六
月
一
五
日
、
日
光
東
照
宮
伝
来
の
小
紋
胴
服
は
昭
和
五
一
年
六
月
五
日
て
そ
の
取
扱
い
に

も
特
に
注
意
を
要
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

と
り
わ
け
片
倉
家
伝
来
の
小
紋
胴
服
は
、
一
畏
裂
と
縫
糸
の
、
鉄
媒
染
が
原
因
の
損
傷
が
甚
し
く

(
挿
図
1
、
a
・
b
、
図
版
写
真
で
は
美
術
研
究
三

O
三
号
図
版
E
a
b
参
照
〉
、
先
ず
は
こ
の
方
の
慎
重

な
る
修
理
が
必
要
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。
修
理
に
当
つ
て
は
、
出
来
得
る
限
り
早
い
時
機
に
と

い
う
こ
と
で
、
染
織
技
術
者
と
わ
れ
わ
れ
染
織
工
芸
史
研
究
者
と
の
充
分
な
討
議
を
行
っ
た
上

で
、
更
に
修
理
進
行
中
も
慎
重
な
検
討
を
行
う
方
針
を
立
て
た
。
修
理
に
要
す
る
費
用
は
補
助
金

b 

等
侯
つ
こ
と
を
せ
ず
、
修
理
に
参
画
す
る
者
が
、
「
各
自
か
か
っ
た
費
用
は
自
己
負
担
」
と
い
う

註
1

極
め
て
積
極
的
か
つ
簡
便
な
方
法
を
採
っ
た
。

片倉信光氏蔵当時

わ
れ
わ
れ
の
こ
う
し
た
提
唱
は
、
重
要
文
化
財
に
手
を
加
え
る
場
合
の
許
可
申
請
と
し

て
、
昭
和
五
五
年
一
一
月
、
文
化
庁
に
そ
の
「
修
理
設
計
書
」
を
提
出
す
る
こ
と
に
始
ま

り
、
許
可
が
出
て
直
ち
に
着
手
、

一
年
後
の
昭
和
五
六
年
一

O
月
末
に
完
成
し
た
。

そ
の
解
体
修
理
に
お
い
て
、

わ
れ
わ
れ
が
学
び
得
た
新
た
な
収
獲
は
ま
こ
と
に
大
き

片倉家伝来小紋胴服(重文〉

a 修理前の正面

b 同背面

宮城

く
、
美
術
研
究
三

O
三
号
所
載
拙
稿
の
訂
正
事
項
や
新
た
な
所
見
を
も
こ
の
稿
で
記
す
を

得
る
こ
と
に
な
っ
た
の
は
望
外
の
喜
び
で
あ
る
。

ま
た
、
そ
の
修
理
に
当
っ
た
わ
れ
わ
れ
は
期
せ
ず
し
て
一
同
「
是
非
と
も
復
元
模
造

註
2

を
」
の
願
望
に
至
っ
た
。
費
用
は
修
理
の
折
と
同
様
に
各
自
負
担
に
し
た
。
早
速
に
重
文

小
紋
胴
服
の
所
蔵
者
片
倉
信
光
氏
に
許
可
を
願
い
出
て
、
片
倉
家
、
共
立
女
子
大
、
松
原

中
形
藍
染
工
房
に
各
々
一
領
の
計
三
領
を
作
成
す
る
運
び
と
な
っ
た
。
表
裂
と
裏
裂
の
染

挿図 1

色
は
松
原
中
形
藍
染
工
房
で
そ
の
三
領
分
を
行
い
、
そ
の
仕
立
て
は
、
片
倉
家
の
は
片
倉

信
光
氏
の
輝
夫
人
、
共
立
女
子
大
の
は
同
大
家
政
学
部
の
栗
原
弘
子
教
授
と
河
村
ま
ち
子



助
教
授
、
松
原
中
形
藍
染
工
房
の
は
松
原
八
光
氏
の
と
も
子
夫
人
が
、
各
々
の
、
裂
地
の
地
直
し

-
裁
断
・
縫
製
(
綿
入
れ
も
含
む

γ
仕
上
げ
を
一
貫
し
て
行
っ
た
。

こ
の
稿
で
取
り
扱
う
復
元
模
造
品
は
、
そ
の
三
領
の
中
の
片
倉
家
の
も
の
で
、
そ
の
仕
立
て
は

前
述
し
た
よ
う
に
片
倉
輝
夫
人
で
あ
る
。

輝
夫
人
は
、
彼
女
が
手
が
け
る
復
元
模
造
小
紋
胴
服
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
を
慶
長
の
始
め
頃
豊
臣
秀

註
3

吉
か
ら
拝
領
し
た
い
と
い
わ
れ
る
二
代
片
倉
小
十
郎
重
長
よ
り
十
三
代
後
の
十
五
代
片
倉
信
光
氏

の
夫
人
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
仙
台
伊
達
藩
の
家
老
を
勤
め
た
家
系
の
兵
頭
家
の
出
で
あ
り
、

仙
台
の
第
二
高
女
を
卒
業
後
、
共
立
女
子
大
の
前
身
で
あ
る
共
立
女
専
の
被
服
科
に
進
ま
れ
卒
業

註

4

さ
れ
た
裁
縫
・
手
芸
を
得
意
と
さ
れ
る
方
で
、
片
倉
家
に
嫁
し
て
か
ら
も
御
家
族
の
衣
類
は
大
方

を
御
自
分
の
手
で
仕
立
て
て
お
ら
れ
る
。
今
回
の
こ
の
復
元
模
造
品
の
仕
立
て
も
真
に
見
事
で
あ

っ
て
、
わ
れ
わ
れ
と
し
て
も
こ
の
片
倉
家
に
納
め
ら
れ
た
復
元
模
造
品
の
意
義
の
大
き
さ
に
、
今

更
な
が
ら
感
概
を
深
く
し
て
い
る
次
第
で
あ
る
。

た
だ
、
筆
者
の
こ
の
報
告
書
が
脱
稿
す
る
前
に
、
昭
和
六

O
年
五
月
三
日
午
前
七
時
、
御
自
宅

に
て
、
急
性
心
不
全
の
た
め
片
倉
家
十
五
代
信
光
氏
ハ
挿
図
5
〉
は
急
逝
な
さ
っ
た
。
享
年
七
六
。

長
期
に
亙
り
今
日
に
至
っ
て
い
る
筆
者
の
片
倉
家
伝
来
染
織
品
の
調
査
・
研
究
に
関
し
て
は
、

奥
様
共
々
殊
の
外
御
寛
容
な
御
理
解
を
遊
ば
し
て
下
さ
り
、
何
か
と
御
力
添
え
を
賜
わ
っ
た
。
深

謝
し
て
余
り
あ
る
心
境
で
こ
の
報
告
書
を
ま
と
め
て
い
る
。
感
無
量
。
御
冥
福
を
祈
り
上
げ
る
。

修
理

重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
物
件
に
対
し
て
、
修
理
等
そ
の
形
状
に
手
を
加
え
る
場
合
に

は
文
化
庁
の
許
可
を
必
要
と
す
る
。
わ
れ
わ
れ
は
次
に
記
す
修
理
設
計
書
を
作
成
し
、
文
化
庁
に

提
出
し
て
先
ず
許
可
を
得
た
。

修

理

計

書

設

名
称

重
要
文
化
財

領

小
紋
染
胴
服

昭
和
五
三
年
六
月
一
五
日

指
定
年
月
日

所
有
者

片
倉
信
光

宮
城
県
白
石
市
冗
山
二
四
番
地

現
在
の
状
態

写
真
で
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
裏
裂
の
朽
損
・
縫
目
の
ほ
こ
ろ
び
が
著
し
く
、
小

紋
染
の
表
裂
に
も
背
面
右
下
方
に
損
傷
部
が
あ
る
。
前
者
は
茶
平
絹
裏
裂
及
び
黒

片
倉
家
伝
来
小
紋
胴
服
の
修
理
及
び
復
元
模
造
に
つ
い
て

修
理
方
針

修
理
場
所

修
理
期
間

修
理
仕
様

絹
縫
糸
が
鉄
媒
染
で
あ
っ
た
た
め
の
朽
損
で
、
後
者
は
何
ら
か
の
汚
れ
が
も
た
ら

し
た
損
傷
で
あ
る
。
裏
裂
は
細
か
い
断
片
と
な
っ
て
中
入
綿
に
付
着
し
、
里
町
絹
縫

糸
は
縫
目
の
処
々
に
当
初
の
状
態
を
見
せ
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
な
現
在
の
状
態
で
あ
る
た
め
、
保
存
上
、
早
急
・
適
切
な
修
理
が

必
要
で
あ
る
。

保
存
修
理

修
理
者
代
表

共
立
女
子
大
学
家
政
学
部
教
授

栗
原
弘
子

共
立
女
子
大
学
家
政
学
部
被
服
研
究
室

昭
和
五
五
年
一
一
月
よ
り
約
一
ヶ
年

全
体
を
解
き
、
仕
立
替
え
る
。
裏
裂
は
新
品
に
と
り
替
え
る
。
具
体
的
に
は
以

下
に
述
べ
る
よ
う
な
方
法
と
な
る
。
表
裂
に
は
全
面
に
裏
面
か
ら
補
強
裂
を
当
て

る
。
そ
の
裂
は
高
田
装
束
庖
で
、
新
た
に
製
織
染
色
し
て
用
意
し
た
極
薄
手
の
紺

地
平
絹
。
裏
面
か
ら
の
当
て
裂
を
行
う
と
き
に
損
傷
部
の
補
修
も
行
う
。
新
品
に

と
り
か
え
る
裏
裂
も
、
表
裂
の
補
強
裂
と
同
じ
く
高
田
装
束
庖
で
製
織
染
色
し
て

用
意
し
た
も
の
で
、
当
初
の
裏
裂
に
近
似
し
た
色
目
・
地
合
の
茶
色
平
絹
で
あ

る
。
中
入
綿
は
伸
び
加
減
に
な
っ
て
い
る
の
で
当
初
の
形
に
整
え
、
そ
の
上
で
仕

立
て
替
え
の
縫
製
に
か
か
る
。
(
註
記

高
田
装
束
庖
所
在
地
は
東
京
都
中
央
区
銀
座
七

丁
目
八
番
一
七
号
)

小
紋
染
胴
服
写
真

正
面
、
背
面
二
枚
貼
付
(
挿
図
1
〉

右
の
修
理
設
計
書
提
出
後
、
許
可
が
出
て
愈
々
修
理
に
か
か
っ
た
。
解
体
修
理
で
あ
る
か
ら
ス

タ
ッ
フ
一
同
固
唾
を
の
む
思
い
で
、
お
互
い
に
情
報
交
換
・
意
見
の
検
討
に
熱
意
が
こ
も
っ
た
。

こ
の
修
理
時
に
先
ず
判
明
し
た
の
は
、
美
術
研
究
三
百
三
号
誌
上
で
、
松
原
中
形
藍
染
工
房
と

小
宮
江
戸
小
紋
工
一
房
諸
兄
の
総
合
意
見
を
ま
と
め
て
記
述
し
た
筆
者
の
技
法
記
述
内
容
の
訂
正
で

あ
っ
た
。

解
体
し
た
小
紋
染
胴
服
の
裂
を
入
念
に
観
察
し
た
松
原
中
形
藍
染
工
一房
の
松
原
福
与
・
利
男
・

八
光
・
与
七
の
四
兄
弟
は
、
次
の
二
点
に
就
き
訂
正
意
見
を
述
べ
た
。

そ
の
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美

術

研

究

第

三

三

二

号

仕
立
て
の
縫
糸
を
解
き
ほ
ど
い
て
解
体
さ
れ
た
表
裂
を
観
察
す
る
と
、
仕
立
て
て
あ
る
綿
入
の

胴
服
で
は
縫
い
込
ま
れ
て
い
て
観
る
こ
と
の
出
来
な
い
裂
の
端
、
織
耳
ま
で
充
分
に
観
察
す
る
こ

と
が
出
来
る
。
こ
の
部
分
に
、
白
く
染
め
残
っ
た
個
所
、
が
点
々
と
見
出
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の

場
合
、
こ
れ
ら
は
、

は
か
ら
ず
も
出
来
て
し
ま
っ
た
白
い
染
め
残
し
部
分
で
、
そ
れ
は
、
そ
こ
に

防
染
糊
が
附
着
し
て
い
て
、
藍
に
入
っ
た
と
き
(
藍
に
浸
け
染
め
さ
れ
た
と
き
〉
、
糊
の
附
着
し
て
い

た
と
こ
ろ
は
防
染
さ
れ
て
藍
に
染
ま
ら
な
か
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
。

こ
の
事
象
は
、
こ
の
小
紋
胴
服
の
表
裂
が
、
美
術
研
究
三

O
三
号
の
拙
稿
一
五
J
一
六
頁
の
内

容
「
小
紋
の
観
察
並
び
に
推
測
染
色
法
」
に
訂
正
を
加
え
る
も
の
で
、
左
の
よ
う
に
な
る
。

美
術
研
究
三

O
三
号
の
そ
の
部
分
「
染
色
は
、
七
三
セ
ン
チ
幅
の
外
来
裂
と
思
わ
れ
る
白
羽
二

重
風
の
裂
を
、
先
ず
藍
に
浸
染
し
て
藍
下
と
し
、
表
側
に
こ
の
小
紋
型
で
糊
置
の
型
付
を
し
、

墨

を
引
い
て
い
る
。
従
っ
て
云
々
」
は
次
の
よ
う
に
な
る
。

今
回
の
訂
正

「
染
色
は
、

小
紋
型
で
糊
置
き
を
し
、

そ
の
糊
が
乾
い
た
後
に
全
体
に
一
段
汁

〈
大
豆
汁
〉

薄
い
墨
を
二
回
か
ら
三
回
引
い
て
染
め
上
げ
、
糊
を
落
し
(
水
洗
で
)
、
そ

を
引
き
、

の
後
で
藍
に
浸
染
し
て
仕
上
げ
た
も
の
で
あ
る
に
と
な
る
。

そ
の

解
体
修
理
に
当
っ
て
、
復
元
模
造
を
計
画
し
て
い
る
立
場
か
ら

そ
の
染
色
の
型
紙
に
関
し
て
も
、
松
原
中
形
藍
染
工
一
房
の
四
兄
弟

は
、
使
用
型
紙
の
大
き
さ
に
つ
い
て
慎
重
に
検
討
し
た
結
果
、
美

術
研
究
三

O
三
号
誌
上
で
筆
者
が
松
原
中
形
藍
染
工
房
並
び
に
小

宮
康
助

・
康
孝
江
戸
小
紋
染
父
子
の
所
見
を
ま
と
め
て
発
表
し
た

内
容
に
次
の
よ
う
な
訂
正
事
項
が
生
じ
た
。

即
ち
、
美
術
研
究
三

O
三
号
の
、
片
倉
家
伝
来
小
紋
胴
服
に

当

μ
5

は
、
幅
が
四
九
・
二
糎
以
上
の
型
紙
が
使
用
さ
れ
(
日
光
・
東
照

註
6

宮
の
小
紋
胴
服
に
は
五
六
糎
以
上
の
幅
が
使
用
さ
れ
)
て
い
て
、

こ
れ

ら
七
三
糎
〈
日
光
・
東
照
宮
の
小
紋
胴
服
は
七
三
・
五
セ
ン
チ
〉
以
上

も
あ
る
大
幅
の
裂
地
に
小
紋
型
を
型
付
す
る
場
合
に
は
、
型
付
を

す
る
時
に
裂
地
を
伸
ば
し
張
り
付
け
る
長
い
板
も
、
通
常
の
も
の

よ
り
幅
が
広
く
、
少
く
と
も
七
五
糎
は
幅
の
あ
る
広
い
幅
の
長
い

二
四

註
7

板
が
準
備
さ
れ
た
も
の
と
想
定
し
た
が
、
そ
の
型
付
は
背
縫
側
を
型
紙
一
杯
使
い
、
袖
側
は
残
っ

136 

た
裂
幅
分
と
二
手
間
で
行
っ
た
も
の
と
、
そ
れ
ら
遺
品
の
型
付
の
送
り
の
跡
と
思
わ
れ
た
濃
淡
の

型
付
を
行
う
の
は
無
理
で
、

線
状
の
様
子
か
ら
想
定
し
た
事
項
は
、
今
回
の
調
査
で
、
広
幅
で
あ
っ
て
も
二
手
間
で
そ
の
幅
の

や
は
り
通
常
の
小
幅
も
の
の
時
と
同
様
に
、
幅
一
杯
を
一
手
間
の
型

送
り
を
し
て
進
行
し
た
と
い
う
結
論
に
達
し
、
以
前
の
推
測
は
訂
正
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
従
っ

註
8

て
、
型
紙
の
幅
は
「
大
幅
の
裂
幅
一
杯
」
と
い
う
推
測
に
決
定
し
、
修
理
の
次
の
予
定
で
あ
る
復

元
模
造
の
準
備
に
か
か
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

右
の
よ
う
な
検
討
が
わ
れ
わ
れ
修
理
・
復
元
ス
タ
ッ
フ
の
問
で
行
わ
れ
乍
ら
、
修
理
設
計
書
に

示
し
て
提
出
し
た
予
定
通
り
、
翌
昭
和
五
六
年
一

O
月
末
、
共
立
女
子
大
学
家
政
学
部
被
服
研
究

室
で
完
成
し
た
。
解
体
修
理
で
確
認
さ
れ
た
縫
製
上
の
報
告
は
、
共
立
女
子
大
学
家
政
学
部
紀
要

を
避
け
る
。

第
二
九
号
(
昭
和
五
七
年
度
〉
の
栗
原
弘
教
授

・
河
村
ま
ち
子
助
教
授
の
論
文
に
詳
し
い
の
で
重
複

修
理
の
成
っ
た
小
紋
胴
服
は
図
版
咽

a
・
b
に
見
ら
れ
る
通
り
で
、
中
入
綿
は
新
し
い
真
綿
と

取
り
替
え
ら
れ
た
。
当
初
か
ら
の
中
入
綿
は
平
均
し
た
厚
さ
で
入
れ
ら
れ
て
い
た
筈
の
も
の
が
、
背

a 

挿図 2
片倉家伝来小紋胴服(重文〉

修理後

b 

a 正面・襟を外側に折っ

た形

b 部分

c 取り替えた元の中入綿

仙台市博物館蔵宮城

C 



中
の
部
分
が
伸
び
て
薄
く
な
り
、
裾
に
垂
れ
下
っ
て
回
っ
て
い
た
。

取
り
出
し
た
そ
の
綿
(
挿
図

2
C
〉
は
二
八
五
グ
ラ
ム
あ
っ
た
。

修
復
後
の
法
量
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

丈
は
後
丈

桁

九
一
・
五
セ
ン
チ
、

前
丈

九
九
・

0
セ
ン
チ
(
前
下
り
七
・
五
セ
ン
チ
)
、

七
一
・

0
セ
ン
チ
、
袖
巾

一
フ
ム
。

二
七
・
五
セ
ン
チ
、
袖
丈

五
八
・

0
セ
ン
チ
、
重
量

七
二

O
グ

修
理
に
当
っ
て
事
前
に
文
化
庁
に
修
理
設
計
書
を
提
出
し
許
可
を
得
て
い
た
わ
れ
わ
れ
は
、
修

理
完
了
直
後
の
昭
和
五
六
年
一
一
月
、
修
理
設
計
書
に
記
載
の
各
項
目
に
、
報
告
事
項
を
記
入
す

る
書
式
の
修
理
終
了
書
を
作
成
し
提
出
し
て
、
こ
の
片
倉
家
伝
来
の
「
重
要
文
化
財

小
紋
染
胴

服
」
の
修
理
を
了
え
た
。

復
元
模
造

復
元
模
造
の
計
画
が
わ
れ
わ
れ
ス
タ
ッ

フ
一
同
に
期
せ
ず
し
て
起
き
た
の
は
、
修
理
の
許
可
が

下
り
て
解
体
修
理
に
か
ふ
る
直
前
の
昭
和
五
五
年
一
二
月
始
め
で
あ
っ
た
。
片
倉
家
に
さ
し
あ
げ

る
の
を
一
領
、
共
立
女
子
大
に
一
領
、
松
原
中
形
藍
染
工
房
に
一
領
の
計
三
領
を
と
い
う
こ
と
に

a 

b 

復元模造のために作成し使用した染の型紙

a全体 b部分
挿図 3

片
倉
家
伝
来
小
紋
胴
服
の
修
理
及
び
復
元
模
造
に
つ
い
て

な
り
、
早
速
、
片
倉
家
に
御
了
解
の
連
絡
を
と
る
と
御
快
諾
、
「
片
倉
家
の
分
の
御
仕
立
て
は
奥

様
の
お
手
で
如
何
で
あ
ろ
う
か
」
と
い
う
筆
者
の
希
望
も
快
く
お
き
き
入
れ
下
さ
っ
た
。

さ
て
、
仕
立
て
に
至
る
ま
で
の
仕
事
の
分
担
は
松
原
中
形
藍
染
工
一房
で
あ
る
。
表
地
用
の
白
平

絹
、
裏
地
用
の
白
平
絹
が
そ
れ
ぞ
れ
三
領
分
準
備
さ
れ
、
表
地
の
小
紋
型
が
作
ら
れ
、
表
地
の
藍

型
染
・
裏
地
の
無
地
染
が
行
わ
れ
た
。
出
来
上
っ
た
三
領
分
の
表
地
と
裏
地
を
一
領
分
ず
つ
に
分

け
て
、
そ
の
中
の
松
原
中
形
藍
染
工
房
仕
立
の
一
領
分
を
手
許
に
残
し
、
他
の
二
領
分
を
片
倉
家

と
共
立
女
子
大
に
そ
れ
ぞ
れ
渡
す
ま
で
に
す
る
の
が
松
原
中
形
藍
染
工
房
の
仕
事
で
あ
る
。

裂
地
の
準
備
と
相
前
後
し
て
表
裂
の
小
紋
型
を
用
意
す
る
。
松
原
中
形
藍
染
工
一
房
で
日
頃
型
紙

を
新
た
に
す
る
時
依
頼
し
て
い
る
稲
垣
型
彫
庖
で
、
今
回
の
こ
の
小
紋
型
も
作
成
し
た
。
挿
図
3

が
そ
の
型
紙
で
、
型
紙
の
大
き
さ
は
幅
が
八
八
・
五
セ
ン
チ
、
長
さ
が
三
四
セ
ン
チ
、
模
様
部
分

の
大
き
さ
は
、
幅
が
七
四
・
五
セ
ン
チ
で
長
さ
が
一
八
セ
ン
チ
で
あ
る
。
紗
張
り
の
型
紙
に
し
て

強
度
を
は
か
っ
た
。

註
9

型
付
は
型
紙
の
幅
が
広
い
の
で
型
送
り
作
業
に
尋
常
で
な
い
工
夫
と
要
領
を
必
要
と
し
た
が
、

さ
す
が
は
長
板
中
形
染
の
名
手
の
評
判
高
い
兄
弟
の
仕
事
だ
け
あ
っ
て
見
事
な
染
め
上
り
で
あ
る

(
図
版
区

a
・
b
〉
。

a 

b 

片倉輝氏蔵

挿図 4復元模造片倉家伝来小紋胴服
a 正面襟を外側に折った形

b 背面

宮城
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美

術

研

号

究

第

表
裂
の
染

前
述
の
型
紙
で
糊
置
き
を
し
、
そ
の
糊
が
乾
い
た
後
に
、
全
体
に
豆
汁
(
大
豆
汁
)
を
引
き
、

み
ず
も
と

薄
い
墨
を
二
J
三
度
引
い
て
染
め
上
げ
、
水
洗
し
て
糊
を
落
し
、
そ
の
後
で
、
藍
(
普
通
の
よ
り

多
少
濃
い
藍
に
し
た
)

に
浸
染
し
て
染
め
上
げ
た
。
以
上
は
解
体
修
理
の
折
に
、
そ
の
よ
う
に
染

め
に
関
し
考
察
さ
れ
た
の
で
、
そ
の
方
法
に
従
っ
た
。

裏
裂
の
染

し
よ
う
え
ん

こ
の
裏
裂
の
平
絹
は
表
裂
の
平
絹
よ
り
薄
手
の
も
の
に
し
、
黒
色
の
染
色
は
松
煙
(
樹
脂
分
の

多
い
松
根
を
燃
焼
さ
せ
て
作
っ
た
煤
で
作
ら
れ
た
黒
色
顔
料
〉
で
行
っ
た
。
松
煙
を
使
用
し
た
の

で
豆
汁
を
引
い
た
。
そ
の
た
め
裂
地
が
ご
わ
ご
わ
と
固
く
な
っ
て
お
り
、
そ
の
ま
ふ
で
は
表
地
と

与
+
L
A
U

の
縫
い
合
わ
せ
も
至
難
で
あ
る
た
め
、
裁
断
前
に
四
つ
を
入
れ
た
。

仕
立
て
(
裁
断
と
縫
製
〉

片
倉
輝
夫
人
の
仕
立
て
の
分
を
こ
こ
で
は
取
扱
う
こ
と
は
す
で
に
述
べ
た
通
り
で
あ
る
。
夫
人

は
、
す
で
に
解
体
修
理
が
完
了
し
、
そ
の
報
告
も
共
立
女
子
大
の
栗
原
・
河
村
両
氏
に
よ
っ
て
前

述
の
紀
要
二
九
号
に
発
表
さ
れ
て
い
る
の
で
、
筆
者
の
美
術
研
究
三

O
三
号
発
表
論
文
と
照
合
、

御
自
身
の
御
考
え
も
加
え
た
り
な
さ
り
な
が
ら
(
「
袖
口
の
裏
に
、
後
世
の
羽
織
と
同
様
に
、
表
裂
と
共

裂
で
袖
口
裂
を
付
け
て
見
て
も
よ
か
ろ
う
か
。
表
裂
が
充
分
に
あ
っ
て
残
り
裂
が
た
っ
ぷ
り
出
る
の
で
。
」
と

の
御
意
見
と
間
合
わ
せ
が
筆
者
に
あ
っ
た
の
で
、
「
原
品
に
は
な
い
袖
口
裂
が
、
片
倉
家
仕
立
て
の
復
元
模
造

に
は
付
け
て
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
お
け
ば
よ
い
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
よ
う
に
な
さ
っ
て
よ
ろ
し
い

の
で
は
」
と
回
答
し
て
、
袖
口
裂
を
付
け
る
仕
儀
と
な
っ
た
。
て
そ
の
こ
と
以
外
は
、
筆
者
の
調
査
報
告
論

文
と
共
立
女
子
大
の
解
体
修
理
報
告
論
文
に
基
い
て
、
適
宜
御
自
分
の
判
断
と
見
解
の
も
と
に
復

ま

わ

た

も

め

ん

わ

た

元
模
造
を
お
進
め
に
な
っ
た
。
「
中
入
綿
は
真
綿
で
な
く
と
も
木
綿
綿
で
よ
ろ
し
い
の
で
は
」
と

真
綿
に
こ
だ
わ
ら
な
い
よ
う
に
申
し
上
げ
た
の
は
筆
者
で
、
助
手
な
し
の
、
お
一
人
で
の
真
綿
入

れ
は
お
大
変
な
の
で
、
木
綿
綿
に
な
さ
っ
た
。

こ
う
し
て
、
春
か
ら
夏
に
か
け
て
の
気
候
の
よ
い
時
期
に
、
裁
断
か
ら
縫
製
、
綿
入
れ
、
仕
上

げ
と
、
全
く
お
一
人
で
お
仕
立
て
に
な
っ
た
。
出
来
上
り
は
図
版
医

a
、
挿
図
4
a
-
b
、
法
量

は
、
後
丈
九
二
セ
ン
チ
、
前
丈
九
七
・
五
セ
ン
チ
(
前
下
り
五
・
五
セ
ン
チ
〉
、
桁
七

0
セ
ン
チ
、

襟
肩
ア
キ
×

2
一
七
J
一
八
セ
ン
チ
、
襟
幅
一
七
セ
ン
チ
、
袖
丈
五
六
・
五
セ
ン
チ
、
袖
幅
二
七

J
二
七
・
五
セ
ン
チ
、
重
量
六
五

0
グ
ラ
ム
。

一一六

こ
の
復
元
模
造
は
、
綿
入
れ
の
仕
立
て
を
、
中
と
じ
を
し
な
い
原
物
通
り
の
方
法
を
採
っ
て
仕

立
て
て
あ
る
が
、
衣
桁
に
か
け
て
吊
し
て
も
、
写
真
で
見
ら
れ
る
通
り
何
処
に
も
引
き
つ
り
や
弛

み
が
な
く
、
表
も
裏
も
中
入
綿
も
極
め
て
自
然
に
馴
染
ん
で
い
る
状
態
の
佐
立
て
上
り
に
な
っ
て

い
る
。
更
に
着
装
姿
(
挿
図
5
〉
も
、
極
め
て
大
ら
か
に
、

格
一
入
で
あ
る
。

気
品
高
く
、

138 

胴
服
姿
の
悠
然
た
る
風

片
倉
家
分
の
復
元
模
造
小
紋
胴
服
は
、
以
上
の
よ
う
な
由
緒
あ
る
立
派
な
仕
立
上
り
と
な
っ
た

が
、
共
立
女
子
大
分
(
「
時
代
衣
裳
の
縫
い
方
」
栗
原
弘
、
河
村
ま
ち
子
共
著
、
昭
和
五
九
年
六
月

源
流
社

発
行

図
版
五
三
、
本
文
二
五
三
頁
i
二
五
五
頁
所
載
)
、
松
原
中
形
藍
染
工
房
分
(
こ
の
分
は
表
裏
共

に
出
陳
し
た
)
共
に
、

裂
の
無
双
仕
立
と
し
た
。
遠
山
記
念
館
附
属
美
術
館
の
昭
和
五
九
年
九
月
一
日
J
一

O
月
一
四
日
「
型
染
」
展

各
所
に
意
義
深
い
復
元
模
造
品
が
完
成
し
て
そ
れ
ぞ
れ
に
保
存
さ
れ
て
い

る。

復元模造片倉家伝来小紋胴服着装の片倉家十五代信光氏とその仕立

をなさった輝夫人

挿図 5

筆者撮影

尚
、
衣
類
は
使

用
し
て
み
て
始
め

て
、
着
心
地
や
衣

昭和58年9月17日〈土〉

等
七三

わ
台、

る
も
IJ) 

服
等
の
着
装
効
果

だ
が
、
美
術
品
と

し
て
取
扱
わ
れ
る

衣
類
を
試
着
し
て

み
る
こ
と
な
ど
先

ず
は
不
可
能
で
あ

る
。
そ
こ
で
わ
れ

わ
れ
は
、

日
頃
の

自
分
自
身
の
衣
生

活
の
体
験
や
、
知

見
か
ら
、
地
質

色
柄
の
取
扱
い

ゃ
、
そ
の
文
様
の



配
置
等
が
、
そ
の
衣
服
の
形
態
と
着
装
目
的
に
如
何
に
効
果
的
に
取
扱
わ
れ
処
理
さ
れ
て
い
る
か

を
観
て
、
美
術
工
芸
品
と
し
て
の
価
値
判
断
を
行
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
わ
れ
わ
れ
の
観
点
か
ら
は
、
価
値
判
断
を
よ
り
正
確
に
す
る
た
め
に
は
、
可
能
な
限

り
実
物
に
即
し
た
復
元
模
造
の
優
品
を
作
成
し
、
着
装
し
て
み
る
機
会
を
多
く
持
つ
こ
と
で
あ

る
。
着
心
地
、
着
装
効
果
を
察
知
す
る
の
み
で
な
く
、
体
得
し
、
体
験
す
る
の
で
あ
る
。
こ
う
し

た
機
会
を
出
来
る
限
り
多
く
作
っ
て
、
美
術
工
芸
品
と
し
て
の
染
織
品
、
服
飾
品
の
真
価
を
知
る

努
力
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
今
回
の
復
元
模
造
品
作
成
は
、
そ
う
し
た
目
的
を
予
想
以
上
に

果
す
こ
と
が
出
来
た
大
層
な
成
功
例
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
片
倉
家
伝
来
の
小
紋
胴
服
の
復
元
模
造
品
が
仕
立
て
上
っ
た
と
御
連
絡
い
た
だ
い
た
筆
者

日
を
置
か
ず
宮
城
県
白
石
市
の
片
倉
家
に
、
「
研
究
所
の
写
場
で
そ
の
復
元
模
造
品
の
撮
影

tまを
行
い
、
美
術
部
・
情
報
資
料
部
研
究
会
で
も
復
元
模
造
品
を
一
向
に
呈
示
し
て
発
表
し
た
い
」

と
拝
借
に
上
っ
た
。
そ
の
折
、
片
倉
家
に
着
い
て
、
御
挨
拶
を
す
ま
せ
た
筆
者
に
、
片
倉
信
光
氏

は
早
速
の
よ
う
に
こ
う
お
っ
し
ゃ
っ
た
。
「
仕
立
て
上
っ
た
時
、
す
ぐ
に
羽
織
っ
て
見
ま
し
た
よ
。

非
常
に
軽
く
て
、
着
て
い
る
か
着
て
い
な
い
か
判
ら
な
い
ぐ
ら
い
楽
な
着
心
地
で
、

て
い
て
暖
か
い
。
こ
の
胴
服
は
本
当
に
よ
い
羽
織
で
す
ね
。
」
と
。

ふ
わ
り
と
し

研
究
会
の
席
で
も
筆
者
は
、
男
性
の
研
究
員
に
、
こ
の
復
元
模
造
品
の
胴
服
を
「
遠
慮
な
く
試

七
、
八
人
に
次
々
と
背
広
の
上
か
ら
羽
織
っ
て
見
て
も
ら
っ

着
し
て
ほ
し
い
。」

と
申
し
出
て
、

た
。
着
装
し
て
み
た
人
々
の
口
か
ら
次
々
と
驚
い
た
よ
う
に
「
本
当
に
軽
く
て
驚
き
ま
し
た
。
非
常

に
楽
で
す
ね
。
着
て
い
る
か
着
て
い
な
い
か
わ
か
ら
ぬ
ぐ
ら
い
で
あ
り
な
が
ら
大
変
暖
い
」
と
。

次
々
と
着
て
は
脱
い
で
、
次
に
廻
し
て
試
着
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
前
の
人
の
言
葉
は
聞
い

て
い
る
の
で
、
「
軽
く
て
、
着
心
地
が
楽
で
、
暖
い
」
の
は
判
っ
て
い
る
筈
で
あ
る
が
、
羽
織
っ

た
時
に
、
そ
の
体
験
が
、
前
の
人
の
言
っ
た
言
葉
を
思
わ
ず
繰
り
返
さ
せ
る
よ
う
な
、
「
着
心
地

よ
き
」
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
体
験
と
実
証
は
、
実
物
に
即
し
た
復
元
模
造
の
優
ロ
聞

に
拠
っ
た
か
ら
こ
そ
成
し
得
た
の
で
あ
る
。

四

結
び

以
上
、
片
倉
家
伝
来
小
紋
胴
服
の
修
理
並
び
に
復
元
模
造
に
関
す
る
報
告
を
了
え
る
。

思
え
ば
片
倉
家
の
こ
の
小
紋
胴
服
と
日
光
東
照
宮
の
小
紋
胴
服
、
共
に
舶
来
品
の
大
幅
平
絹
に

片
倉
家
伝
来
小
紋
胴
服
の
修
理
及
び
復
元
模
造
に
つ
い
て

小
紋
を
染
め
た
裂
で
仕
立
て
た
二
領
の
胴
服
を
、
わ
れ
わ
れ
は
特
別
な
関
心
を
も
っ
て
研
究
し
て

来
て
二
六
年
に
な
っ
た
。
実
際
に
は
片
倉
家
で
そ
の
胴
服
を
拝
見
し
た
時
か
ら
だ
か
ら
更
に
長
期

に
亙
る
わ
け
だ
が
、
当
時
の
東
京
国
立
博
物
館
染
織
室
長
山
辺
知
行
氏
の
研
究
室
に
松
原
中
形
藍

染
工
房
の
松
原
福
与
・
利
男
両
氏
を
招
き
、
実
物
を
前
に
し
て
所
見
を
聞
い
た
日
(
昭
和
三
四
年

日
光
東
照
宮
及
び
片
倉
家
伝
来
の
大
幅
平
絹
使
用
小
紋
胴
服
に
関
し
、
技
術

者
に
検
討
し
て
も
ら
う
初
回
で
あ
っ
た
の
で
、
そ
の
時
か
ら
数
え
る
と
二
六
年
の
歳
月
が
経
っ
た

九
月
二
五
日
〉
が
、

日
光
東
照
宮
の
小
紋
胴
服
が
東
京
都
内
某
デ
パ
ー
ト
の
展
覧
会
に
出
陳

さ
れ
て
お
り
、
そ
の
会
期
後
、
山
辺
氏
が
交
渉
さ
れ
て
或
期
間
、
調
査
・
研
究
の
た
め
東
博
染
織

こ
と
に
な
る
。
こ
の
時
、

室
に
お
預
り
に
な
っ
た
。
そ
の
時
間
じ
手
の
も
の
を
比
較
検
討
す
る
た
め
筆
者
は
山
辺
氏
の
仮
預

り
証
を
携
え
て
、
宮
城
県
'
白
石
市
の
片
倉
家
に
参
上
、
片
倉
家
の
小
紋
胴
服
を
拝
借
し
て
帰
京
、

日
光
東
照
宮
の
小
紋
胴
服
と
並
べ
て
、
染
色
技
術
者
、
裁
縫
技
術
者
等
に
呼
び
か
け
て
研
究
討
議

を
行
っ
た
。

松
原
福
与
・
利
男
兄
弟
の
次
に
江
戸
小
紋
の
小
宮
康
助
・
康
孝
父
子
、
続
い
て
杉
原
信
彦
氏
、

山
本
ら
く
・
栗
原
弘
子
両
氏
、
北
村
哲
郎
氏
等
が
見
え
、
東
博
染
織
室
の
今
永
清
士
氏
共
々
、
わ

れ
わ
れ
は
研
究
会
を
重
ね
検
討
し
、
昭
和
五

O
年
ま
で
の
約
一
五
年
間
の
ま
と
め
を
筆
者
は
美
術

研
究
三

O
三
号
に
発
表
し
た
の
で
あ
っ
た
。

そ
し
て
今
回
、
解
体
修
理
、
復
元
模
造
成
つ
て
の
報
告
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
今
、
こ
こ
で
思

う
に
、
二
六
年
か
か
ろ
う
が
三

O
年
か
か
ろ
う
が
、
腰
を
据
え
て
構
え
、
充
分
な
調
査
を
行
い
、

条
件
が
許
さ
れ
る
な
ら
ば
復
元
模
造
を
終
局
で
は
行
う
研
究
に
し
た
い
と
願
う
も
の
で
あ
る
。
片

倉
家
伝
来
の
小
紋
胴
服
は
、
解
体
修
理
、
復
元
模
造
の
機
会
に
恵
ま
れ
た
か
ら
こ
そ
今
回
こ
の
稿

で
、
美
術
研
究
三

O
三
号
発
表
時
の
拙
稿
は
、
新
た
な
所
見
が
加
わ
り
、
訂
正
事
項
も
生
じ
て
、

そ
れ
ら
を
明
示
す
る
こ
と
が
出
来
た
の
で
あ
る
。

こ
の
五
月
三
日
に
故
人
と
な
ら
れ
た
片
倉
家
一
五
代
信
光
氏
の
格
別
な
る
御
理
解
ゆ
え
に
、
御

所
蔵
品
の
長
期
お
預
り
も
叶
っ
て
、
幅
広
い
立
場
か
ら
の
各
専
門
家
の
御
意
見
も
伺
う
こ
と
が
出

来
て
、
慎
重
な
、
焦
ら
な
い
、
完
壁
を
期
す
よ
う
な
、
服
飾
・
染
織
分
野
の
一
つ
の
実
証
的
研
究

が
成
っ
た
の
で
あ
る
。
改
め
て
片
倉
家
の
御
厚
意
に
深
謝
し
、
御
礼
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
る
。

な
お
、
こ
の
片
倉
家
伝
来
の
重
要
文
化
財
小
紋
胴
服
は
、
昭
和
六

O
年
五
月
一
日
に
仙
台
市
博

物
館
所
蔵
と
な
っ
た
。
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美

都?

研

究

第

号

二
八

註

1
・
2

修
理
の
場
合
も
、
復
元
模
造
の
場
合
も
、
「
経
費
は
一
切
、
各
自
が
分
担
し
て
い
る
仕
事
に

か
か
る
費
用
は
各
自
が
持
つ
」
と
い
う
方
法
で
行
っ
た
。
各
自
が
受
持
つ
仕
事
の
内
容
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

専
門
分
野
で
、
そ
の
仕
事
が
各
自
に
と
っ
て
大
層
な
勉
強
に
な
る
も
の
で
あ
る
か
ら
費
用
は
持
っ
て
当
然

と
い
う
理
。
今
回
の
費
用
分
担
は
次
の
よ
う
に
し
た
。

〈
修
理
〉
|
|
高
田
装
束
庖
は
、
表
裂
に
裏
面
か
ら
全
面
に
当
て
る
補
強
裂
と
新
し
く
す
る
裏
裂
、
そ

れ
に
か
ふ
る
諸
費
用
一
切
。
共
立
女
子
大
学
家
政
学
部
被
服
研
究
室
は
、
解
体
修
理
の
必
要
経
費
一
切
。

東
京
国
立
文
化
財
研
究
所
の
神
谷
柴
子
は
、
修
理
完
成
し
た
胴
服
の

4
×
5
写
真
撮
影
費
・
ス
ラ
イ
ド
撮

影
費
・
各
伸
し
写
真
費
用
、
各
所
へ
の
連
絡
通
信
費
、
片
倉
家
へ
修
理
完
成
胴
服
を
届
け
る
旅
費
等
一

切。
〈
復
元
模
造
〉
|
|
松
原
中
形
藍
染
工
一
房
は
、
型
紙
作
成
、
藍
染
に
関
す
る
費
用
一
切
と
松
原
分
復
元
模

造
中
入
綿
等
費
用
一
切
。
共
立
女
子
大
学
家
政
学
部
被
服
研
究
室
は
、
復
元
模
造
三
領
分
の
表
裂
地
、
裏

裂
地
代
金
と
共
立
女
子
大
学
復
元
模
造
の
仕
立
に
か
斗
る
中
入
綿
等
費
用
一
切
。
東
文
研
の
神
谷
は
修
理

の
時
同
様
に
、
完
成
後
の
写
真
各
種
の
撮
影
費
用
、
所
蔵
者
と
分
担
各
所
等
へ
の
復
元
模
造
品
ス
ラ
イ
ド

各
種
、
伸
し
写
真
、
片
倉
輝
夫
人
仕
立
分
を
拝
借
(
撮
影
と
研
究
発
表
の
た
め
)
及
び
返
却
の
二
往
復
旅

費
等
一
切
と
各
所
へ
の
連
絡
通
信
費
一
切
。

3
片
倉
代
々
記
(
美
術
研
究
三

O
三
号
挿
図
9
、
註
3
参
照
)
に
よ
る
と
、
伊
達
政
宗
の
家
臣
で
あ
る
こ

代
片
倉
小
十
郎
重
長
ハ
し
げ
な
が
、
天
正
十
二
年
J
万
治
二
年
〉
が
伏
見
へ
登
り
滞
留
し
て
い
た
際
、
即

ち
慶
長
の
始
め
頃
(
慶
長
四
年
迄
の
間
〉
太
閤
よ
り
拝
領
し
た
と
あ
り
、
片
倉
家
に
於
け
る
今
日
ま
で
の

家
伝
で
も
、
こ
の
胴
服
は
大
閤
よ
り
拝
領
し
た
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。

4

当
時
の
共
立
女
専
の
被
服
科
は
、
入
学
は
無
試
験
の
推
薦
入
学
で
あ
っ
た
が
、
入
学
後
の
課
題
は
極
め

て
厳
し
く
、
一
年
次
の
夏
休
み
が
了
っ
て
九
月
に
集
ま
る
時
に
は
三
分
の
二
以
上
が
退
学
し
て
い
た
よ
う

な
状
況
で
あ
っ
た
そ
う
だ
。
そ
の
後
も
次
々
と
退
学
し
て
行
っ
て
卒
業
ま
で
残
れ
る
者
は
ご
く
僅
か
、
よ

ほ
ど
裁
縫
が
達
者
で
好
き
な
学
生
で
あ
っ
た
と
い
う
。

5

美
術
研
究
三

O
三
号
一
一
頁
下
段
ハ
小
紋
の
観
察
並
び
に
推
測
染
色
法
)
、
二
一
頁
上
段
の
挿
図
3
0

6

美
術
研
究
三

O
三
号
一
五
頁
下
段
(
小
紋
の
観
察
並
び
に
推
測
染
色
法
〉
、
一
四
頁
上
段
の
挿
図
7
0

7

註
5
、
6
の
事
項
よ
り
推
測
し
た
想
定
。

8
・
9

こ
の
幅
の
広
い
型
紙
で
の
型
付
(
型
送
り
〉
は
、
達
者
な
技
術
者
で
も
、
特
別
の
要
領
が
必
要

え
ん
さ
き

で
、
型
紙
の
縁
先
(
型
送
り
の
時
、
先
に
型
紙
を
置
き
始
め
る
方
、
挿
図
3
a
の
写
真
で
は
模
様
部
分
の

上
方
を
言
い
、
文
様
部
分
で
な
い
と
こ
ろ
の
幅
が
狭
い
方
)
に
、
縁
竹
と
い
う
錠
に
似
た
細
い
竹
|
た
だ

し
片
面
が
竹
の
皮
側
で
、
厚
み
が
鎮
よ
り
も
薄
い
ー
を
貼
り
止
め
た
の
を
使
用
し
、
幅
広
い
型
紙
を
使
つ

て
の
型
送
り
が
う
ま
く
運
ぶ
よ
う
に
す
る
。
二
人
で
型
送
り
し
た
り
、
種
々
工
夫
が
こ
ら
さ
れ
る
。

叩

二
人
で
裂
幅
分
の
両
耳
を
そ
れ
ぞ
れ
掴
み
持
つ
よ
う
に
し
て
持
っ
て
、
そ
の
間
隔
は
二
人
の
両
手
の
置

位
四
ヶ
所
が
ほ
ぼ
正
方
形
に
な
る
よ
う
に
し
て
、
対
角
線
状
が
引
っ
ぱ
ら
れ
る
状
態
に
左
右
交
互
に
呼
吸

を
合
わ
せ
て
、
腕
を
動
か
し
て
裂
の
長
さ
全
体
進
め
て
行
く
。
そ
の
方
法
を
四
つ
を
入
れ
る
と
い
う
の
だ

そ
う
で
、
松
煙
や
豆
汁
で
ご
わ
ご
わ
に
な

っ
た
裂
地
を
幾
ら
か
柔
か
く
し
て
、
仕
立
て
る
と
き
に
取
り
扱

い
易
い
よ
う
に
す
る
方
法
。
復
元
模
造
の
片
倉
家
分
は
、
仕
立
前
に
筆
者
が
片
倉
家
に
上

っ
て
種
々
打
合

わ
せ
を
し
た
時
に
、
松
原
中
形
藍
染
工
房
で
教
え
ら
れ
た
よ
う
に
輝
夫
人
に
申
し
上
げ
て
二
人
で
実
行
、

裏
裂
全
長
(
七
五

・
五
セ
シ
チ
幅
裏
裂
の
全
長
四
六

0
セ
ン
チ
〉
を
二
回
繰
り
返
え
し
行
っ
た
。
三
回
行

っ
た
方
が
裂
地
が
柔
く
取
扱
い
易
く
な
る
か
と
も
思
っ
た
が
、
そ
の
裏
地
が
比
較
的
薄
手
の
平
絹
で
あ
る

た
め
三
回
四
つ
を
入
れ
る
の
は
過
ぎ
る
か
と
判
断
し
て
、
仕
立
て
を
な
さ
る
輝
夫
人
に
は
申
し
訳
け
な
か

っ
た
が
二
回
に
と
ど
め
た
。
な
お
、
片
倉
家
分
の
復
元
模
造
の
表
裂
は
、
染
め
上
り
で
、
身
頃
袖
用
に
七

四
・
五
セ
ン
チ
幅
の
が
長
さ
二
一
五
セ
ン
チ
を
二
枚
と
、
襟
用
に
三
七
セ
ン
チ
幅
の
が
長
さ
二
三

0
セ
ン

チ
一
枚
の
計
三
枚
が
渡
さ
れ
た
。
裏
裂
共
々
、
一
領
の
復
元
模
造
に
充
分
余
裕
を
見
た
量
で
あ
る
。
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